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新米パパの
子育て相談

質問：子どもが寝付いてすぐ
に起きてしまいます。どうす
ればいいでしょうか？

台場保育園の看護師がお答えします！：子どもは、昼間に十分運動をしないと夜目が覚めて
しまうことがあります。まず、しっかり遊ばせること。公園や広場で走り回らせるなど日中、
活発に遊ばせましょう。エネルギーを発散させてあげれば寝付きもいいですし、逆にエネル
ギーをため込んだままだとなかなか眠らなかったり眠りが浅くなりがちです。
　また、早寝、早起きの習慣をつけ、生活リズムを整えることも大切です。他に夜寝る時に、
軽く背中をさすったり、子守歌を聴かせるなどして、安心感を持たせてあげると良いかと思
います。それでも寝付けないときには、無理に寝かしつけることよりも、少し付き合ってあ
げて遊んであげたり、窓の外の空気を吸いに連れて行ってあげることも、良い気分転換にな
ると思います。親がカリカリすればするほど、子どもは肌で感じてなかなか寝付けないこと
もあります。心身ともに疲れる子育てにならないことこそが一番！気分転換は、子どもだけ
じゃなく、お父さんお母さんにとってもリフレッシュできますよね。（木村優香）

　芝浦港南地区には20ヵ所もの公園があることを、ご存知でしたか？お散歩の途中にちょっとベンチでひと休みをしたり、
お子さんと一緒にのびのびと体を動かしたり…といろいろな楽しみ方がありますよね。
　このコーナーでは、実際に公園を利用されている皆さんの声を交えながら、芝浦港南地区内の公園を紹介していきます！
　第１回目は、芝生の広場が印象的な２つの公園を紹介します。

芝浦アイランド内に平成19年3月30日に開園したばかりの公園です。

台場1-3-1
ゆりかもめお台場海浜公園駅より
徒歩3分

都バス虹01お台場海浜公園駅前より
徒歩3分

芝浦４-２０-５６
ＪＲ田町駅より徒歩8分

青い芝生がまぶしい！ こちらは｢ドッグパーキング｣
ワンちゃんもここでひと休み

｢よいしょ、よいしょ｣小さいお子さん
でも安心して遊べると好評の遊具です

大きなプラタナスの木が
迎えてくれます

あちこちにある｢しかけ｣が
お気に入り♪だそうです

道をはさむとそこはもう砂浜！とっても開放的な公園です。

広～い芝生を気持ちのよい風が
通りぬけます

こちらは｢にじのくじら｣風力発電を
しています

木製の大きなアスレチックは
スリル満点！

太陽光発電をしているあずまや(四阿)
には東京の夜空の天体図が！

｢遊具も芝生も、管理が行き届いていてきれい！｣
とのこと。実際に行ってみて納得！

プラタナス公園

お台場レインボー公園

○おむつ交換台つきトイレがあり
ます。
○向かいにスーパーがあります。

ミニ情報

○おむつ交換台付きトイレがあり
ます。
○すぐ近くにスーパー・コンビ二
があります。

ミニ情報

港南中学校の皆さんの熱演大好評の模擬店

ちびっ子盆踊り

　９月８日に、港南３丁目遊び場で、
港南３丁目の各自治会、マンション管
理組合、企業等の皆さんが合同でお祭
りを開催しました。厳しい残暑の中、
暗くなるにつれ、大勢の人が集まり、
数々の模擬店には長蛇の列ができ、盆
踊りなども行われ、大いに盛り上がり
ました。
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88 港南３丁目合同まつり港南３丁目合同まつり港南３丁目合同まつり

港南
地区

地域みんなで盛り上がりました

お台場よさこいチーム「凪」の皆さん

　８月25日に、お台場夏まつり2007がお台場レインボー公
園で行われました。今年も、地元の皆さんや地元企業・団体
の皆さんの協力により、盛大に実施されました。ステージ上
では、お昼から夕方まで、ダンス、和太鼓演奏、コーラスな
どの演目が途切れることなく続き、夜は盆踊りでフィナーレ
となりました。
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台場
地区

みんなでつくろう！お台場の夏まつり

快晴のもと、夏まつりの始まりです
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べいあっぷ環境リポート

　品川駅港南口は、再開発でオフィスビル街に様変わりしています。港南口南側
に位置する品川グランドコモンズおよび品川セントラルガーデンは、３年前の平
成16年度に創設された第１回の『港区みどりの街づくり賞』に選ばれました。
良く手入れされた樹木は、さながら森のように育っており、要所に水を採り入れ
た設備とあわせ、サラリーマンや訪れる人々の憩いの場となっています。緑の木
陰は、真夏日でも涼やかな風が吹きぬけ、ミニ森林浴の気分に浸れます。

連　載
コラム

都会のオアシス… 
品川セントラルガーデンの樹木群

水を抜いた干潟「何がいるかな？」 土に栄養があるとたくさんいる「ゴカイ」 深みを作ったり「そだ(伐採した木の枝)」
を入れたりしてもっとすみよい環境に

前回と比べて生き物増えた？

アマモにくくりつけた割り箸をしっかり埋めてね 観察浮体に「カキいかだ」を設置

たくさんつれるといいな こんなにつれたよ、芝浦産ハゼ

再生センター内の処理水利用の人工の滝

　アドプト・プログラムに関するお問い合わせを多くいただきました。現在芝浦港南地区で活
動されている皆さんをご紹介します。（順不同）
芝浦２丁目　　　緑道花壇等　新芝運河沿緑地（６名）花壇植栽管理・清掃　毎日
田町駅東口周辺　東京芝浦ライオンズクラブ（９名）清掃　月１回
芝浦２・３丁目　(株)東京コカコーラボトリング（20名）道路清掃　月２回
芝浦４丁目　　　エコクラブ（７名）花壇管理・清掃　毎日
芝浦４丁目　　　花・花芝浦クラブ（４名）花壇管理・清掃　毎日
港南２丁目　　　地崎道路(株)（26名）道路清掃　月１回
港南緑水公園　　港南緑水会（３名）清掃　月４回
芝浦２・３丁目　アーバンベンディックスネットワーク(株)（17名）道路清掃　月２回
港南４丁目　　　デイサービスセンターみたて（13名）花壇管理　月４回
港南４丁目　　　高浜運河沿緑地アドプトグループ（12名）花壇管理・清掃　月８回
※アドプト制度に類似している活動として、平成13年開始の港区環境美化推進員制度、17年開始の道路美化協力員制度があり
ます。

まちをきれいに… アドプト活動グループのご紹介

6月17日　干潟見学・ゴカイ調査・干潟づくり

8月11日　干潟の観察・ハゼつり（運河の生き物調査）

官民一体、リサイクル水（処理水）で
温暖化防止

「カキの水質浄化実験」～お台場海浜公園～

「海の生き物のすみかづくり」プロジェクト～芝浦アイランド南地区西側護岸～ 　港南1丁目交差点角にソニー(株)が本社ビルを新築の際、
隣接の芝浦水再生センターと提携し下水熱利用の事業を始め
ました。至近距離の再生センターから処理水を送水、ソニー
(株)側では熱交換器を介して空調熱を処理水に吸収させ、配
管で再生センターへ戻し、他の処理水と合流後放流されます。
新社屋は、地上20階地下２階床面積16万㎡で通勤者８千人
という大規模なオフィスビルですが、ソニー(株)は冷却塔等
が不要となり、水道水や電力も削減される省エネ効果がある
うえ、都の試算によると二酸化炭素も年間約22ｔの削減効
果が見込まれるといいます。これは、東京ドームの約1.3倍
に当たる６haの森林が吸収する量に相当する数値で、廃熱
の発生を抑制することによってヒートアイランド対策にもな
ると報道されました。東京都にはソニー(株)から使用料も入
り、官民共に一石二鳥の事業です。

　平成18年５月に、芝浦運河ルネッサンス協議会や運河を美しくする会が中心となり、「カニ引越大作戦！」が行われた「カニ護
岸」を覚えてますか？国土技術政策総合研究所、東京都港湾局と港区ベイエリア・パワーアッププロジェクト第１分科会と区民の皆
さんが協力して、この護岸で「海の生き物のすみかづくり」プロジェクトを進めています。整備された護岸に人工的につくられた干
潟の観察・調査や勉強会を継続して行いながら、芝浦運河をもっと生き物たちにとって暮らしやすい環境にしようという取り組みで
す。皆さんも、ちょっと運河をのぞいてみてください。意外と水がきれいで、大きな魚が泳いでいたり、水鳥もいます。生き物たち
であふれている運河は、私たちにとって心和む環境ですよね。みんなで生き物にやさしい、きれいな運河にしていきましょう。
※このプロジェクトで干潟観察をしたりハゼつりをした護岸は、観察のため立ち入り許可を得て入っています。普段は、柵の外に下りることはできませんので、ご注意ください。

　東京都港湾局が、お台場海浜公園で「カキの水質浄化実験」を始めました！

　１個のカキが１日にろ過する海水は約400リットルと言われています。そのカキを使って、
東京の海をきれいにする取り組みです。そのほか、ナマコ、アマモ、アオサといった多様な
生物、植物の複合的な作用によって、多くの魚が泳ぐ姿が見られるような、きれいな海への
再生をめざします。８月28日に、この実験施設のパーツをみんなで一緒に作成するイベント
が開催されました。参加者は宮城県のカキ養殖のプロの方々による「カキいかだ」づくりを
見学したり、タッチプールでお台場の魚たちにさわってみたり。また、実際にアマモを植えたり、カキをロープに結び付けて
作った「カキ連」を「カキいかだ」に吊るす作業も行いました。この実験施設では、今後も実験状況イベントを行うそうです。
みんなでこのイベントに参加し、ひとりひとりが海の環境に関心を持ち、海をきれいにすることを考えていきましょう。

港資源化センター・
港清掃工場親子見学会

　８月25日酷暑の中、三田や赤羽、白金、芝浦から環境問題
に熱心な親子連れが港清掃工場と港資源化センターを見学し
ました。港資源化センターでは、職員からリサイクルの現状
や３Ｒ（Reduce＝発生抑制、Reuse＝再使用、Recycle＝再
生利用）についての説明がありました。清掃工場と資源化セ
ンターの概要をビデオで学習した後、清掃工場のプラットホ
ームやバンカ等の様子や資源化センターでの選別作業の現場
を見学しました。新聞紙の束を解き、新聞紙以外のカタログ
やビニールひもを手作業でより分ける大変さにお母さん方も
驚いたようです。子どもたちは、写真を撮ったり熱心に質問
したりしていました。家庭から出される缶やペットボトル等
もふたを取ったり水洗いしたりと質が向上しており、リサイ
クルに対する意識も少しずつ高まってきているそうです。
　問い合わせ先　清掃リサイクル課　電話：3450-8273
　　　　　　　　港清掃工場　　　　電話：5479-5300

実験施設断面イメージ図：東京都港湾局港湾整備部提供

カキをロープに結び付けた「カキ連」


